
第１回到達度評価問題の結果から考える
小学校５年生算数 授業改善のポイント!

第1回到達度評価問題の結果において課題が見られた、小学校5年生算数「式の意味」の
問題に関する授業改善のポイントについて御紹介します。今後の指導の参考にしてください。
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数の関係が分かりにくいですね。
分かりやすくする方法はありませんか。

エは「4.8mのリボンを0.8mずつ切っていく」
とあるので、割り算です。

アは、１ｍの重さが4.8ｋｇの木のぼうの
０．８m分の重さだから…。

関係図や数直線を用いて、数量関係を的確に
とらえることができるようにする。

授業改善のポイント

正答のエを選択できた児童は
多いが、比較量を求めるときの
乗法と除法を混同してアを
選択した児童の割合が多い
傾向にある。

どのように考えたらいいでしょう。

イ、エ

ア、イ、エ
またはア、エ

１４.３％

数の関係に目をつけて、わり算の式で
求められる問題を選ぼう。

僕は関係図にかいて考えました。
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なるほど！ 長さが0.8倍になると、重さも
0.8倍になると考えられるから、アの式は
「4.8×0.8」で、かけ算になるね。
関係図を使って考えると分かりやすいね。

アについて、関係図の他には
どんな方法があるでしょう。

数直線にかいて整理する方法もあるよ。

1mの重さ４．８ｋｇの0.8倍が□ｋｇだから、
やっぱりかけ算だね。

関係図や数直線を使って整理すると、
2つの数の関係がよくわかるね。
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第１回到達度評価問題

アについてはどうですか。

イやウについても考えてみましょう。

【展開例】アについて考える場面
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